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9月10日から12日まで、中国・大連で世界経済

フォーラム（WEF）のニュー・チャンピオンズ年次総

会、通称“サマー・ダボス”が開かれた。今回は世界

86カ国から1400名以上の参加者が集い、集中的な

議論が行なわれた。 

いわゆるダボス会議（毎年1月末にスイスで開

催）を中国で開催するために、中国政府は積極的な

働きかけを続けてきた。当初は自らが中国版ダボス

会議を設けることを目指したが、すでに大きな実績

を有する本場ダボス（WEF）にはとても対抗できな

い。そこで、WEFを中国に取り込む形で実現したの

が、この“サマー・ダボス”である。一昨年から始ま

り、今回は3回目を迎える。 

そもそもダボス会議というのは、「世界のリーダー

が集まって議論することによって、世界の経済論議

の潮流を作る」、「各国の存在感を示す国際的PRの

場になる」、という点で大きな戦略的重要性がある。

今回の会議では、とりわけ3つの点が注目された。 

第１に世界経済の潮流に関して、それなりの統一

的な見方があったように思われる。グローバル経済

の現状に関しては、昨年来の低下トレンドが食い止

められ一服感があるものの、一方で今のような財政

主導の景気回復は持続可能ではない。私自身は、

かねての主張とおり「W字型回復」を述べたが、同じ

セッションに出たスティーブン・ローチ氏（モルガンス

タンレー・チーフエコノミスト）、朱民（ジュー・ミン）氏

（中国銀行副総裁）らも、概ね同様の見方であった

と思う。もっとも、ローチ氏はかねての主張どおりか

なり悲観的であり、ミン氏は中国経済の好調を受け

て総じて楽観的であった。 

ちなみに中国経済に関しては、初日に温家宝首

相が見事な講演を行い、経済運営に強い自信を示

したのが印象的だった。中国の今年前半の実質国

内総生産（ＧＤＰ）成長率は前年同期比で7％を超

え、とりわけ第２四半期は7.9％という高い成長だっ

た。温家宝氏は昨年のサマー・ダボスで強気の講

演をした後、今年1月のダボスではやや控えめの

トーンだったが、今回は再び強い自信をうかがわせ

るものとなった。 

注目された第２の点は、今後の成長戦略に関し

「中国・インドとの協力」というキーワードが飛び交っ

たことである。以前、中国・インド経済が欧米の経済

から独立しているという“デ・カップリング”論が議論

され、結論として否定的な見方が支配した。現実に

中国・インドも、今回の経済危機の影響を受けた。し

かしそれでも中国は7％台の成長をしているという

事実がある。そうしたなかで、欧米各国がアジアの

ダイナミズムを自らの成長に取り込もうとする姿勢

が鮮明になってきた。これまで日本は、アジア地域

に大きな経済基盤を有してきたが、今後はアジアの

ダイナミズムの取り込みという点で、欧米との新た

なグローバル競争に巻き込まれることになろう。先

行者の利益をどう守り発展させるのか、日本として

の戦略的取り組みが求められる。 

第３に、日本の存在感については、まだら模様が

見られたことだ。今回のサマー・ダボスには約80名

“サマー・ダボス”に参加して 
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の日本人が参加し、これまで以上の貢献がなされ

たと思う。その一方で、政権発足直前ということもあ

り、政治家の参加が極めて限定的だった。政権発

足の一進一退の動きに因んで、日本の政治に関す

るセッションや、大学発のベンチャービジネスを出し

合うアイデア・ラボなど日本が注目されたセッション

もあったが、日本の政治に関するセッションは意外

にも参加者が多くなかった。国内で言われているほ

ど、政権交代への期待は大きくない様子もうかがえ

た。その意味でも新政権には、明確な成果を示して

もらう必要がある。 
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